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①原子力・エネルギーに関する教育支援事業交付金

国民一人一人がエネルギーや原子力について理解を深め、自ら考え、判断する力を身につけるための環境整備を図
る観点から、全国の都道府県が学習指導要領の趣旨に沿って主体的に実施するエネルギーや原子力に関する教育
に係る取り組みを国として支援するため、原子力・エネルギーに関する教育支援事業交付金制度を運用。

○原子力・エネルギーに関する教育支援事業の主な取り組み

各自治体における事業例

【ソーラーカーの製作（富山県）】

【副読本の制作（茨城県）】

【小・中・高等学校教職員研修会（群馬県）】
【実験器具の整備（酸性雨発生説明器
（和歌山県））】

【学校講演会の開催（岡山県）】

（Ｈ１８申請予定府県数：２８府県）
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原子力・放射線について、講義、実験・実習、施
設見学等を中心に、理科系の専門的な科学的
知識の習得を目的としたコースから、資源・エネ
ルギー・環境・防災教育といった総合的な学習
の時間等へも役立てることができるような内容
のコースまで、小・中・高等学校の教職員等を対
象に開催。

（Ｈ１６参加数：１，４９３人）

場所や周囲の環境条件により自然放射線の強
さが異なることを実際に測定するなど、授業等で
活用できるよう小・中・高等学校等に対して、簡
易放射線測定器「はかるくん」及び放射線の特
性についての実験を簡単に行える実習用キット
の貸し出しを実施。

（Ｈ１６貸出台数：１５，４４７台）

【セミナーの様子 電子加速器を利用した実験】

【簡易放射線測定器 「はかるくん」】

②原子力体験セミナー

③簡易放射線測定器「はかるくん」の貸出し
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エネルギー、環境、原子力、放射線を巡る諸問
題について、情報を提供し、理解を深めていた
だくことを目的として、中・高等学校等に対し講
師を派遣。また、放射線に関する基礎的事項の
解説と簡易放射線測定器「はかるくん」による自
然放射線測定及び「霧箱」による放射線の飛跡
の観察などを通じて、放射線に対する理解を深
めるために「中学生のための放射線教室」として
中学校に対し講師を派遣。
（Ｈ１６派遣回数：３１５回）

総合的な学習の時間等で実施された授業実践
事例や指導計画・指導案の掲載、小・中・高等
学校の先生方に国や関係機関が実施している
原子力やエネルギーに関する教育支援のため
の副教材、講師派遣、施設見学、教員セミナー
などの情報、授業で活用できるプレゼンテーショ
ンソフト・素材の提供などを行っている教育支援
のためのホームページ「ニュークパル」を運営。
（Ｈ１６アクセス数：２６，６６５件）

【左：講師派遣の様子 右：中学生のための放射線教室の様子】

【原子力・エネルギー教育支援サイト ニュークパル：http://www.nucpal.gr.jp/】

④講師派遣

⑤原子力・エネルギーについて先生・児童生徒考える教育支援サイト「ニュークパル」
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原子力体験セミナー教育支援サイト「ニュークパル」

教育現場 教育委員会

簡易放射線測定器
「はかるくん」の貸出し等 講師派遣・原子力施設見学会

○先生方の要望に応じた教育支援事業を活用した授業の提案

教育支援事業の充実（出前科学教室）

学習指導要領

【Ｈ１８予算案：４．２億円】【Ｈ１８予算案：２．３億円】

【Ｈ１８予算案：０．７億円】 【Ｈ１８予算案：２．８億円】

【Ｈ１８予算案：１．０億円】

【Ｈ１８予算案：０．６億円】

【Ｈ１８予算案：０．４億円】

Ｈ１８予算案 ： １２．０億円

（Ｈ１７予算額：１３．７億円）
○原子力・エネルギー教育に係る新たな支援措置（エネシス）
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